島を守る人たち

１．島の変化

	
	1975年
	1980年
	1985年
	1990年
	1995年
	2000年

	島民の数
	33
	36
	70
	54
	45
	54

	生徒の数
	　３
	　１
	15
	18
	　７
	　15

	先生の数
	　２
	　２
	12
	10
	11
	12


これは鳩間島の人の数を示した表です。鳩間島の島民の数と鳩間小中学校に通う生徒の数、そして鳩間小中学校で働く先生の数を示しています。
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やってみよう
上にあるグラフをもとに、下の棒グラフを完成させてみましょう。棒グラフ全部で島での数になるようにして、その棒グラフの中を生徒の数は青色、先生の数は赤色、それ以外は黄色で色を塗り分けよう。
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やってみよう
棒グラフを見て、数の変化の様子を考えよう。下の質問で正しい答えを○でかこんでみよう。

· 2000年の鳩間島の島民の数は1975年にくらべて

（　ふえている　・　へっている　）

· 1985年の鳩間島の生徒の数は1980年にくらべて

（　たくさんふえている　・　かわらない　・　へっている　）

そして、1985年から後は19802年より生徒の数が少ない年は

（　1度ある　・　2度ある　・　1度もない　）

· 1985年の鳩間島の先生の数は1980年にくらべて

（　ふえている　・　かわらない　・　へっている　）

そして、1985年から後は19802年より先生の数が少ない年は

（　1度ある　・　2度ある　・　1度もない　）

· 2000年のその他の数は1975年のその他の数より

（10人以上ふえている　・　ほとんどかわらない　・　10人以上へっている）

棒グラフの黄色の部分の「その他」とは、どのような人たちでしょうか？

その他の部分に入る島民は、鳩間小中学校の生徒でも先生でもない人たち、つまり、すでに学校を卒業した島民の人たちの数です。お兄さんやお姉さん、おじさんやおばさん、おじいさんやおばあさんなど、皆さんから見たら「大人」と言えるような人たちです。

1985年以降、生徒の数も先生の数もたくさんふえているのに、どうして大人の数はふえていないのでしょうか。

２．島の危機
私たちの周りには郵便局や学校など、そこに住んでいる人みんなが便利で暮らしやすいようにと、国や県、町が直接運営しているものがあります。これを「公的機関」と言います。

おばさんの話
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公的機関はね、私たちの生活にとってとてもかかせないものなのよ。

子供のころは誰もがみんな勉強してよい大人になれるようにと、小学校や中学校などの学校があるし、もしも病気になっても困らないようにと病院や診療所があるのよ。他にも遠くにはなれている人といつでも連絡が取れるようにと郵便局があるし、悪い人から助けてくれたり、困ったことから助けてくれる警察署や交番があるの。そうそう、もしも家が火事になったときに火を消してくれる消防署や、私たちの生活のいろいろなことを手助けしてくれる町役場というものもあるわね。

国や県、町が公的機関を通して、私たちの生活がよりよいものになるように活動しているんだよ。
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やってみよう

もしも公的機関がなかったら、どのようなことになるか考えてみましょう。そして下の公的機関と、それがなくなると困ることを正しく線で結びましょう。

公的機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　なくなると困ること
病院や診療所　・　　　　　　　　　　　　・　手紙が送れなくなる

学校　・　　　　　　　　　　　　・　病気になっても治療してもらえない

消防署　・　　　　　　　　　　　　・　悪い人がふえる

郵便局　・　　　　　　　　　　　　・　火事になっても助けてもらえない

警察署や交番　・　　　　　　　　　　　　・　勉強を教えてもらえなくなる

もしも公的機関がなくなってしまうと、私たちの生活はとても不便なものになってしまいます。

今、鳩間島には公的機関が1つしかありません。それは鳩間小中学校です。竹富町が鳩間島の島民のために直接運営している最後公的機関です。

昔は小中学校のほかに、診療所や郵便局などがありましたが、鳩間島の人口がへっていくにしたがい、診療所が1973年に、郵便局が1981年にそれぞれなくなってしまいました。

鳩間島の島民は、鳩間島にある唯一の公的機関である鳩間小中学校までなくなってしまわないか心配しています。
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考えてみよう
もしも今あなたが通っている学校がなくなってしまったら、どうなってしまうと思いますか。また、あなたは学校がなくなるとどのように勉強をしますか。

〔　　　　　　　〕

鳩間島の島民は、もしも鳩間小中学校がなくなってしまうと、鳩間島の島民がさらに少なくなってしまうと考えました。

もしも鳩間島から学校がなくなってしまうと、鳩間島に住む子供たちの勉強をする場所がなくなってしまいます。そうすると、子供がいる家庭は子供のために鳩間島を出て、学校のあるよその場所に移住しなければなりません。また、学校の先生たちも鳩間島を出て、よその学校に移らなければなりません。
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やってみよう
前のページの鳩間島の人口の棒グラフを参考にして、もしも鳩間島に学校がなければ、鳩間島の人口はどのようになるのか考えてみよう。次の質問で正しい方を○でかこみ、正しい数を答えましょう。

· 1980年にくらべて2000年の鳩間島の人口は（　ふえて　・　へって　）いて、その差は（　　　　）人である。

· 生徒の数と先生の数を引いて考えると、1980年にくらべて2000年の鳩間島の人口は（　ふえて　・　へって　）いて、その差は（　　　　）人である。

もしも鳩間島から学校がなくなってしまうと、実際には生徒と先生以外にも鳩間島を出て行く人がいます。例えば子供を1人で鳩間島以外に住ませるわけにはいきませんから、生徒のお父さんやお母さんなどの家族も島を出て行ってしまいます。また、これから子供を生む若い夫婦も、将来生まれてくる子供の通う学校がないために島を出て行ってしまいます。

学校がなくなってしまうと島の人口が少なくなり、島から若い人がいなくなってしまいます。
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これは鳩間島の人口の移り変わりを表したグラフです。
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考えてみよう
鳩間島の人口の移り変わりを表したグラフを見て、このままだとこれから先の鳩間島の人口がどのようになるのか予想してみましょう。

鳩間島の人口は　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
[image: image9.jpg]


考えてみよう
もしもあなたの住んでいる島から人が少なくなってしまったら、どんなことになるでしょうか。

鳩間島でくらす人に話をきいてみました。
　鳩間島に住むおじさんの話


昔はね、鳩間島にもいっぱい人が住んでいたんだよ。あのころはね、とてもにぎやかで、豊年祭のときも島民が２つのグループに分かれて、それぞれが互いの芸や技を見せ合い、勝負していたんだよ。

でもね、鳩間島からどんどん人が少なくなってきて、今では島民は全部で５０人ほどしかいないなあ。たしかに昔にくらべればとても静かで、豊年祭も島民だけでは人手が少なくてなかなかやっていけないから、鳩間島で生まれ育った人たちに豊年祭の日は帰ってきてもらっているよ。

だけど島民が少なくなったぶん、島民どうしがお互いに協力しあって、とても仲良くやっていっているよ。

でもこれ以上、島民が少なくなるのは困るなあ。

３．島の挑戦
（1） 島に学校を！
それは1982年のことです。鳩間島に大事件が起こりました。なんと鳩間島の鳩間小学校に通う子供の数が1人になったのです。

学校は子供たちが勉強をする場所です。そのため、もしも学校に通う子供がいなくなれば、その学校はなくなってしまいます。鳩間島では1974年に鳩間中学校の生徒がいなくなり、廃校になっていました。

このままでは鳩間島でただ１つの公的機関である鳩間小学校も廃校になってしまいます。

　　　子供がいない　　　　　　　　　学校がなくなる

鳩間島の島民は、どうしたら鳩間小学校を廃校にせずにすむのか考えました。

そして、鳩間小学校に通う子供がいれば、鳩間小学校はなくならずにすむと思いついたのです。

　　学校に通う子供がいる　　　　　　　学校はなくならない

しかし、鳩間島には鳩間小学校に通える子供はもういません。そこで、鳩間島以外の場所に住んでいる子供たちを鳩間島によびよせ、鳩間小学校に通ってもらうことにしました。
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やってみよう
１週間、鳩間小学校へ通学してみよう。

皆さんの住んでいる場所から鳩間島の鳩間小学校まで通学します。月曜日の朝の授業に遅れないように、朝起きる時間と学校が終わって家に着く時間の予定を、○○ページの地図と○○ページの船の時刻表を使って考えてみましょう。

鳩間小学校の１日の時間割は、皆さんが通っている学校の時間割と同じものとします。

朝起きる時間　（　　　　）曜日（　　　　）時（　　　　）分

学校が始まる時間　（　　　　）曜日（　　　　）時（　　　　）分

学校が終わる時間　（　　　　）曜日（　　　　）時（　　　　）分

学校が終わって家に着く時間

（　　　　）曜日（　　　　）時（　　　　）分

毎日、きちんと鳩間小学校に通うことが出来るかな？

鳩間島以外の場所から鳩間島の鳩間小学校に通うのはとても大変です。鳩間小学校に毎日きちんと通うためには、鳩間島に住まなければ大変なようです。

鳩間島の島民は、どうしたら子供たちが鳩間島に住み、鳩間小学校に通いたくなるのか考えました。そして鳩間島を子供たちが住みたくなるような島にするために、努力しました。
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考えてみよう
皆さんが住みたくなるような場所は、どのような場所ですか。また、皆さんが通いたくなるような学校はどのような学校ですか。

〔　　　　　　　〕

鳩間島島民の努力により、鳩間島には少しずつ子供たちが集まってきました。子供が増えることにより学校の先生の数も増えて、鳩間小学校は廃校の危機をのりこえ、さらに鳩間中学校も復活しました。

現在の鳩間小学校と鳩間中学校の生徒のほとんどが鳩間島以外から来た子供たちです。この子供たちのおかげで、鳩間島から学校がなくなることはなく、鳩間島はかろうじて学校を守ることができています。鳩間島島民は鳩間島をさらに子供たちがくらしやすく、勉強しやすい島にするため、今でも努力をつづけています。

鳩間島は、鳩間島の島民と鳩間島の学校へ通いに来た子供たちが、お互いに助け合って生活をしていく島になったのです。

（2） 働ける島に！
鳩間島の人口の移り変わりを表したグラフを見てみましょう。

鳩間島の人口は1950年には650人もいました。しかし、年々人口は少なくなっていき、現在では50人ほどしかいません。なぜ、鳩間島から人がいなくなってしまったのでしょうか。

人が生活していくには食べ物や服など、さまざまなものが必要です。これを生活ひつじゅ品と言います。この生活ひつじゅ品はどのようにして手に入れるのでしょうか。そうです、お店で買ってきます。しかしお店で買い物をするにはお金が必要です。

人は生活ひつじゅ品を手に入れるために、働いてお金をかせいでいるのです。
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考えてみよう

みなさんのまわりには、どのような仕事がありますか？

〔　　　　　　　〕

鳩間島の人々は、主に漁業をして生活をしていました。しかし漁業をするには、漁船と漁船を運転する免許が必要です。また、魚がどこにたくさんいるのかが分かるようになるには、長い経験をつまなければなりません。漁業をするのは、とても大変なことなのです。

さらに、昔に比べて鳩間島近海の魚が少なくなり、あまり取れなくなってしまいました。

そのために若い人たちは、鳩間島よりもお金をかせぐことができる都会へ出て行ってしまったのです。

鳩間島の人口の移りかわりのグラフを見てください。その他の部分にあたる人は、鳩間島で働いて生活している大人の数です。生徒の数や先生の数は鳩間島の島民の努力により増加しましたが、大人（その他）の数は、あまり増えていません。

　　　　仕事がない　　　　　　　人口が少なくなる　　

鳩間島の島民は、鳩間島でもお金がかせげるように漁業に変わる新しい仕事をつくり増やせば、人がまたたくさん住むのではないかと考えました。

そして今では、いろいろな人が鳩間島での新しい仕事をつくり上げています。

　　新しい仕事が増える　　　　　　ふたたび人口が増える　

鳩間島の島民が始めた新しい仕事を見てみよう。

1 ゴマを作ろう

鳩間島の土はゴマの栽培にとても適しています。

品質の良いゴマを生産して販売すれば、鳩間島で生活しながら生活に必要なお金を稼ぐことができると、おじさんは考えました。

試しにゴマを生産して出荷したところ、鳩間島産のゴマは品質の良いゴマとして、大変良い評判でした。

おじさんはゴマの生産という仕事を広めて、鳩間島でもお金をかせげる仕事の１つとして発展させようと考えています。

2 ハトマオオガモを育てよう

ハトマオオガモはとても肉質のよいカモです。おじいさんはこのハトマオオガモを飼育して、鶏肉として出荷しようと考えました。

石垣島などにハトマオオガモを出荷すると、評判はとてもよく、今後はいろいろな人にハトマオオガモの飼育の仕方を広めて、鳩間島でお金をかせぐことができる仕事の１つにしようと、おじいさんは考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2002．8．10　下地撮影）　　　　

3 音楽祭を開こう

鳩間島に住んでいる歌手の加治工さんは、鳩間島の島民は歌が好きで、鳩間島が音楽にあふれている島であるというところに目をつけ、鳩間音楽祭を開くことにしました。

すると、口コミでこの話を聞きつけた人が鳩間島に観光客としてやってきました。音楽祭当日には５００人もの観光客が訪れ、大成功しました。

加治工さんは音楽祭を中心とした鳩間島観光産業をきずくことで、鳩間島でも観光の仕事ができると考えています。
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やってみよう

皆さんの住んでいる島で行われている仕事について調べてみよう。どんな仕事が、どのように島のためになっているのかを考えて、実際にその仕事をしている人に話を聞いてみよう。

〔　　　　　　　〕

（3） 島民の願い
昔の鳩間島の港は、海が荒れるとなかなか船が入港できず、とても不便な港でした。しかし現在では港は整備され、防波堤も造られて、海の荒れた日でも入港できる港になり、船の便が良くなりました。

おじさんの話


　　鳩間島の自然はとてもすばらしいよ。きれいな海は鳩間島に住んでいるみんなのほこりなんだ。

　　だけど私たちが生活をしていくには、時には自然に対して思い負担をかけなければいけないときもあるんだよ。

　　ここで大切なことは、どうしても必要な分だけ自然を開発をして、必要のない環境破壊はしないようにすることなんだ。人間と自然が、お互いに支えあって生きていくことが大事なんだよ。
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考えてみよう

○○ページの時刻表を見て、１週間で鳩間島への船は何便出ているのかを数えましょう。そして１週間の鳩間島への船便を見て、鳩間島へ観光に行くとき、鳩間島に最低でも何日滞在しなければならないのか考えてみましょう。

〔　　　　　　　〕

鳩間島には豊年祭や鳩間音楽祭などのときに、たくさんの観光客が来ます。しかし、鳩間島に来る観光客の数に対して宿泊施設の数が足りないため、ほとんどの観光客はチャーター船で日帰りをしてしまいます。

また鳩間島へ行きたくても、船便が少ないために高い料金を払って船をチャーターしなければ、最低でも２～３日は鳩間島に滞在しなければならないため、都合がつかずに鳩間島行きをあきらめる観光客も多くなっています。
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考えてみよう

今、鳩間島に住む人たちが、鳩間島へ観光客を呼び寄せるために必要だと考えているのはどのようなことか、想像してみましょう。
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